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 続いて第 2 章では，日本の幼稚園児におけるひらがなの読み書き習得に関わる認知能力と家庭での読
み書きに関する環境要因を検討することを目的として行った研究１について述べられている。研究 1 で
は，日本の幼稚園 2 園に在籍する 5-6 歳児 333 名(男児 158 名、女児 175 名) を対象者として，年長時
の 9 月に認知能力とひらがな文字の読み書きスキルが評価された。認知課題としては、音韻認識課題（単
語逆唱）、音韻性短期記憶課題（非語復唱）、呼称速度課題（rapid automatized naming task; RAN）、
視覚課題（3 種類の抽象図形の模写と直後再生）および音声言語の受容性語彙課題（PVT-R 絵画語い発












に，RAN 成績が 1 年生のひらがな単語書字、2 年生のカタカナ単語書字に有意な貢献を示すことを明ら
かにした。環境要因に関しては，RAN 成績の高い子どもで読書活動を頻繁に行った場合には刺激を早
く読むことができた一方で、RAN 成績が低い場合には読書の効果が認められないことが示された。 















平成 29年 1月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（行動科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
